
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ８月 26日(水)に２学期の始業式を行いま

した。 

 校長からは、２つの話をしました。 

 ２学期には、運動会や宿泊体験学習(５年

生)、学習発表会、修学旅行(６年生)など、

大きな行事が予定されています。それらの

行事や日々の学習が計画通り進むためには、

子どもたちが健康でなければなりません。

そこで、まず、マスクの着用や手洗いの徹底、

バランスのよい食事、十分な睡眠など、１学

期と同様に感染症対策にしっかりと取り組

み、「元気な子」を目指してほしいと話しま

した。 

 次に、松江で発生した大規模クラスター

関連のニュースを紹介しました。新型コロ

ナウイルスに感染した生徒たちは、感染症

の症状で苦しい思いをしただけでなく、イ

ンターネット上での誹謗中傷を受けて辛い

思いをしたということ。一方、サッカーの強

豪校、青森山田高校サッカー部から応援メ

ッセージが届き、生徒たちが励まされたこ

と。対照的な２つのニュースを紹介した後

で、「相手が幸せな気持ちになるような言葉

をつかおう！」という願いを伝えました。 

 

 

 １学期末に教職員で児童の学校生活につ

いてふり返りました。その中で、「言葉遣い

やコミュニケーションの取り方について気

にかかる」という意見がありました。斐伊小

学校においても、友達とのかかわりの中で、

乱暴な言葉や汚い言葉を使う場面があると

いうことです。 

 子どもたちは日々の生活や学習をとおし

て、たくさんの言葉を覚えます。そして、新

しく覚えた言葉は使ってみたくなります。

新しい靴を買ってもらったら履きたくなる

し、新しい文房具を手に入れたら早く使い

たいと思うのと似ています。しかし、新しく

覚えた言葉の中には、相手を傷つけたり不

快にさせたりするものもあります。そして、

言葉の意味や影響力を十分に理解すること

のないまま、後先のことを考えずに発して

しまった言葉が相手や周囲の人の心を傷つ

けてしまうのです。 

 話は変わりますが、１学期のある日、６年

生の A さんが校内放送をする声が校長室に

も聞こえてきました。校内放送に限らず、子

どもたちが人前で発表する場面はよくあり

ます。残念なことに、多くの場合、原稿を早

口で読み上げて終わってしまいます。とこ

ろが、Aさんの放送はとてもステキでした。

全校児童一人一人に確実に届くように、ゆ

っくりとハッキリと話しました。あまりに

も見事な放送に感心し、だれが放送してい

たのかを確かめたくて、放送室前で A さん

が出てくるのを待ちました。 

 A さんの放送には「相手意識」があったと

思います。だれかに何かを言う時、相手に配

慮したり、相手の立場になって考えたりす

ることはとても大事です。２学期の様々な

教育活動をとおして、子どもたちの「相手意

識」を育て、温もりのある言葉があふれる斐

伊小にしたいと思います。 
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・ふるさとに愛着をもち、多様な他者と進んで関わる子ども 

・心身ともに健康で、しなやかさとたくましさのある子ども 

・自ら判断し、生き生きと表現する子ども 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月 16日（水）に、５年生が稲刈りの体

験学習をしました。例年よりも学年の人数

が多いこともあり、想定外のスピードで刈

り終え、稲束を 「稲はで」に架ける作業も

時間内に終わりました。児童の半数が初め

ての体験でしたが、地域講師のみなさんの

ご指導のおかげで安全に作業ができました。 

 刈った稲を束ねるために使った「より縄」

は、９月４日（金）に、地域講師の方に教わ

りながら５年生自身が作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読み語りボランティアでお世話になって

いる武田 章 様より紙芝居舞台と絵本をご

寄贈いただきました。大切に使わせていた

だきます。ありがとうございました。 

 

 

 ８月 18日（火）に、斐伊小学校区保こ小

合同研修会を初めて開催しました。斐伊保

育所と四ツ葉学園保育所、斐伊こども園、そ

して、斐伊小学校の職員が参加しました。 

 上の写真は、午前中に参観した斐伊保育

所の幼児の姿を題材にグループワークをし

ているところです。 

 この研修により、保育観や教育観、幼児教

育と小学校教育とのつながりなどについて

理解を深めることができました。また、職員

同士の交流ができ、斐伊の子をみんなで支

えていこうという連帯感が高まりました。 

 研修後の感想の中に「斐伊小の先生方が

斐伊の子どもたちを大切に思ってくださっ

ていることが改めて分かり、子どもも幸せ

だなと心から感じた。」という保育士さんの

言葉があり、うれしく思いました。 

 

お世話になった地域講師の方々 
吾郷 生善さん 木村 康忠さん 

多根 章生さん 富田 勇次さん  

藤原 恭久さん 細木 芳光さん  

ありがとうございました 
10 月の主な行事予定 

８（木）校内運動会予行練習 

11（日）校内運動会 ※延期の場合は休み 

12（月）振替休業日（運動会予備日） 

13（火）計算会 

14（水）文化芸術鑑賞教室（人形劇） 

15（木）耳鼻科検診 

16（金）スクールカウンセラー来校 

22（木）ロードレース大会 

27（火）書取会、内科検診（3，4，6 年） 

 

水田提供 

多根 章生さん 


